




















Questionnaire study on accommodation for high school students ¥Vith developmental 
disabilities 
-A comparison based on the number of years of teaching experience and the types of 
schools -
Masako Hino (Centre for Counseling and Development Support Services， University of 
Tsukuba， Bunkyo-ku， TOk)札 Jl2-0012)
Keiko Kumagai (Faculty of Human Sciences， University of Tsukuba， Tsukuba， lbm匂ki，305-
8572) 
The development of the special needs education system occurred much 1ater in high schools than it did in 
the elementary and junior high schools. ]:;'urthermore、pastresearch has revealed the differences in teachers‘ 
views of developmental disabilities depend on the school type. 1n this study， questionnaires were distributed 
to 713 special needs education coordinalors at high schools nationwide. The questionnaires dealt with 
the necessity and degree of difficulty involved in providing reasol1able accommodation fo1' students ¥vith 
developmental disabilities. The results of a t-est conducted by dividing scho01s into p1'ivate and public 
categories showed a signif1cant dilTerence in the answe1's 1'e1ated to the use of professiona1s from outside the 
scho01 environmen仁thisil1c1uded consu1talIons every few 1110nths. Loca1 governments that manage private 
schoo1s need to provide further information. The resu1ts of ANOVA conducted by dividing the number of 
years of teaching experience into three types-(3) 10 years or under， (b) from 1 to 20 years、(c)21 years 
or over-indicated th3t there ¥:ve1'e signi白C311tdiJTer吟eηcesbetween the responses of (a) and (c) regarding 
the way of interacting with pδrents and utilizing lhe results of intelligence tests. It is thus important for 
teachers with di汀erentye3rs of teaching experience to he1p each other improve within schoo1s 
Keywords: high schoo1‘deve1opmenta1 disabilities司 re3sonab1eaccommodation， private school，the number of 
years of teaching experience 
l 本研究は時可[1&21{1こ!tJ'筑波大マlif!v]j小校教育!日j研究ブロンムウト IO)iJ)J!&を受けた 3
本 líJf ヲ'\:~(H 県の ' fí{;は、 I，{U)学会あ IlnliJf'光治会(新im(:!IJIi) でit1之された。
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\うF 力 I[(}，~J， t~j 土会l玉15.! ¥ :lf'~のぷ校(ード 1&2 ，\1jiι'n::，:J(~ノ}~間l'tiili 鈍i!日!による j からのような r紡さをねて必1じした( 1 ~!J' .行.20(1). T~'r'il ;jli:l(fり/1I :.q. 1円か
らimき取りを(;い、!¥il.}[:iI'，H討がし、わゆる「巡'学校Jと考えている時間ムアョム約百のをらい下伐をソ主1¥'，した c どえi¥f:H'γ・/:).-1'やj竹山jj[.¥ ihi，'r:o:);ドームページべ.
i正午指符渋.SS¥! (スーパーザイエンスハイスクーノレ)にお;どされている γ き 11: した e ヨ l殺訂戸主 f続試験による交へJ止の \1ψ(~i l ['1がli(J以!のア院を巡1'，した。
以後にまjから$をもi~ f!E 統したc
「総合ザ科校正、会[到の会IHilj総計学141i¥ í~; 0) ;fli佼すべて(怠伎)であるつ 1io:ll.'f州総科や‘総 γH以外のチ/Hが{Ij刊されている，、f'内野{立会まない。
r;ゴ余、i日ヨ{司市制1和例F河!そのi他色終JIば土〈令A汁1一i川';111リ奴担のある fρU山;J ト伐~ (J泌邑r;日討詰if川
いたf午ミj務浮カか斗らf然円昭'iけ1一Y為下も)1にこi笠んだ. I同立似!Ji，;JlltHされなかったc
高等学校における発達i嘩害のある生徒への配慮に関する調査研究

























































(2006)， (b)東京コーディネーター研究会 (2012)，(c) 










結果は日野・熊谷 (2014) に記載した。<V >はくi-2 > 
において配慮実施が「やや難しいJr難しい」と回答し
た項目についての自由記述であった。













































談6名 (24.0%)，Co .教育相談63名 (22.9%)，生徒指
導20名 (7.3%)，Co .教育相談・生徒指導13名 (4.7%)，
Co'生徒指導6名 (2.2%)，教育相談・生徒指導5
名(1.8%)であった。私立では教育相談14名 (32.6%)， 



















































ADHDが 7件，高機能自閉症が 3件，その他が l件(ダ
ウン症)であった。②群はアスペルガー症候群が17件?
ADHDがJ2件， LDが1件，高機能自閉症が 8件，その
他が i件 (PDD) であった。③群はアスペルガー症候
群が50件，高機能白閉症が38件， ADHDが3J Vi三LDが
その他が 6件 (ADD，自閉症ヲ知的障害ヲ高次
脳機能障害，脳性麻痩， i~~~離性障害が各 J) であった。
どの年齢帯の教諭もいろいろな障害の生徒に対応してい
在籍校について




私立は 1，001人一 j がJJ校 (25.6%)守 1801 1.000人j
が15t交 (34.9%)， 1601-800人Jが9 キ交 (20.9%)， 1401 







(38.5%)， 1不明・無回答JがJJ 3件 (41.1%)であった。





のは 7件(17.5%に「し、ないJが15{!:Jニ (37.5%)‘「不IV3. 
無回答」が18件 (45.0%)であった。②群では)11貢に17件
(21.3%)，22件 (27.5%)，41件 (51.3%)で，③群では42

















は i件 (2.5%)，1いないjが20件 (50.0%)，r不明・無回答J
がJ9件 (47.5%)であった。②群ではI1置に 3件 (3.8%)，


















































































































3.9(0.4 ) 3.9(0.4) 3.8(0.4) 1..1' 
3.7(0.5) ].7(0.5 ) 3.8(0.4) 1.1' 
38(05) 3.8(0.4) 3.7(0.6) /1.1' 
3.7(0.5) 3.7(0.5) 3.7(0.6) I.S 
3.6(06) 3.6(0.6) 3.6(0.7) IJ.S 
3.6(0.6) 3.6(06) 3.6(0.6) I.S 
3.5(06) 35(06) 3.6(0.6) Il.，¥' 
3.5(0.6) 35(06) ].6(0.5) I1.S 
3.5(0.7) 35(0.7) 3.5(0.7) /l.S 
].7(06) 3.7(0.5) 3.5(0.6) pくもう公〉払
/(56)=2.14 
3.6(06) 3.6(0.6) 3.5(0.6) J/.S 
3.5(0.6) 3.5(0.6) 3.5(0.6) J/.S 
3.6(0.7) 3.6(0.6) 3.4(0.8) I.S 
3.4(0.7) 3.4(0.7) 3.4(0.7) I.S 
3.6(0.6) 3.6(0.6) 3.4(0.6) I.S 
3.4(0.7) 3.4(0.7) 3.3(0.8) 1五
3.4(0.7) 3.4(0.7) 3.3(0.7) Il.S 
3.4(0.7) 3.4(07) 3.2(0.8) Il.S 
3.1(0.9) 3.1(0.9) 3.0( 1.0) I1.S 
3.1(0.7) 3.1(0.7) 3.0(0.9) n.s 
3.0(0.9) 3.0(0.9) 3.0(0宇9) I1.S 
3.3(0.7) 3.4(0.7) 3.0(0.8) Il.S 
3.1(0.8) 3.2(0.8) ユ9(0.8) I1.S 
2.9(09) 2.9(0.9) 2.9(0.8) I.，¥' 
3.2(0.9) 3.3(0.8) 2.7( 1.0) pく 01ノ~~>.私
/(50)=3.37 
2.7(0.9) 2.7(0.9) 2.7( 1.0) n.S 
3.3(0.9) 3.4(0.8) 2.6(1.1) Pく 01/，¥.一、>〆τμ、
t (50)=4.85 
2.6( 1 .0) 2.6( 1 0) 2.6( 1.1) I1.S 





把擦を深めるJ[1 (50) =3.:37， pく.01] と質問 8l'特別支
と連絡を取り合いう助言などを受けるJ[1 (50) 
















3.9(03) 3.9(0.3) 3.9(0.2) 3.9(0.3) I1.S 
322 3.8(0.5) 3.8(0.4) 3.7(0.6) 3.8(0.4)ρく 05
F(2，91)=3.14 
た媛・対応法なとの情報を喜子情し、教員が活 324 3.7(0.5) 3.8(0.4) 3.8(0.4) 3.7(0.6) Il.S 
I1.S 
321 3.7(0.6) 3.6(0.5) 3.6(0.6) 3フ(0.6)
9) f区E専の磯しさを感じたえ岳会(二、(計起き;こし支援方法iこっ:、く意見を聞く 323 37(05) 3.5(06) 37(05) 3.7(0.5) 
12)日常から学級の各々の生徒の長所や日記門会活かす視点を示す 321 36(0.6) 37(06) 36(05) 36(0.6) 
16)クールダウンのための場所を健保する 321 3.6(0.6) 3.7(0.6) 36(0.6) 3.6(0.6) 
11)本人が認しゃ十L、!と人を少なくとら i名i工I:¥')じYラスにする 324 36(0.6) 3.6(0.5) 3.6(0.5) 3.6(0.6) 
13) 他の生徒 iさにその生徒♂)~fl主につ L 、て.!?Jl併してもらえるように工夫して 324 3.5(0.6) 3.5(0.6) 3.4(0.7) 3.6(0.6) 
f 伝える
25)グループを編成ずる際;こ[土、メンハーJこ留意る 323 3 5(06) 3 5(06) 3 5(0 5) 3.6(0.6) 
17) ~・定の急な変更{士、 lコゴif{連絡凸 7 出・く、決められた場所;こm示するよ 324 3.6(0.7) 3フ(0.5) 3.6(0.6) 3.5(0.7) 
フ
6) f子園[1JU.¥t祭、常わ資、知能不?廷のいずれ刀、を 323 3.5(0.7) 3.6(0.6) 3.5(0.6) 3.5(0.7) 
18)誌の兄必しを待たせるためJ二、 子めおの要点在了あげる 324 36(06) 36(05) 36(0汚) 3.5(0.6) 
19)さ徒がおそうとしていることを適U山ことばですを現したり、 liったりす 322 3.5(0.6) 3.6(0.5) 3.5(0.6) 3.4(0.7) 。



























































































321 33(09) 34(10) 
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27)活動内容や根組を難易度別lニパl:lまし、生徒が選択できるようにする 324 2.9(0守) 3 2(07) 2.9(0.9) 29(09) 
28)燦腿や街閣の絃を生徒に合わせて少九、く寸る 324 27(0.9) 25(0.9) 27(09) 2.7(09) 
30)襟くことの苦手な生徒に口頭試Ililによるi怖を行う 323 2.6(1.0) 2.6(0.9) 2.6(0守) 2.6(1.0) 
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質問30項 目全体の平均値 (SD)は iI1=2.2(0.5) 点，
得点の範閤は1.0-3.5点であった。各項目についての全
回答数 (n) と平均値 (SD)はTable3に示す。
全回答校の結果の うち，配慮実施の難易fJr得点が高かっ
た上位 3項目は質問30r書くこ との苦三Fな生徒には口頭
試問による評価を行う JM=3.2 (0.9)，質問24r理 科 実
験 .家庭科実習などは補助教員や支援員などを配置するJ



































t ;険定の~ーl <=0見: 比較の
t-J，ピ Z二 土土叩
(1値) 叩河、









28)課題や宿題の量を生徒に合わせて少なくする 320 2.9(09) 
14)本人の集中を妨げるものに配慮する (窓や震の開閉昔、精子や机の約!の 318 2.7(0.8) 
J 音、空瀦設備の昔、照明の明るさやちらつき、黒板や教室内の余分なも
の等)
27)活動内容や鋭、題を難易度目IJに用意し、生徒が選択できるようにする 319 2.7(0.8) 
5)隊答特性ごとに校内で行った支援・対応怯などの情報を寄稿し、教員刀、活 320 2.5(0.8) 
，用できるよう にする
10)本人と相性の良い先生を担任にする 319 2.6(0.9) 
29)配慮が必姿な生徒に関しては、繰越の縫tt¥期限の延長など柔軟なけ応を 319 24( 1 0) 
'する
6)本人の実態把握のために、行動観察、学力被査、知能検査のいずれかを 319 2.3(0.9) 
/参考にす。
13)他の生徒連にその生徒の特性について理解してもらえるように工夫して 319 2.7(0.9) 
ノ伝える
3)保護者への対応l-;r、保護者自身に発j玄障害傾向が見受けられる場合も考 318 2.3(0.9) 
慮、し、適切な配慮をする
23)話の内容や重要なポイン卜が理解できているかどうか個別に!買い、たり 、 317 2.4(0.8) 
言語化させたりして被認する































































































2.5( 1 0) n.s 
2.5(0.9) 月 S
2.4( 1.1) 1.1 
2.4(0.9) n.s 
2.4(0.9) IU 
21 )佼主義中の依奮の形式(左から右に議く など)を決めておく 319 2.3(0.9) 2.3(0.9) 2.3(0.9) 17..1 
12)日常から古学級の各守の生徒の長所や個性を活かす視点を示す 314 2.3(0 8) 2.3(0.8) 2.2(0.8) IU 
17) '!定の季、な変吏l正、口頭述絡だけでなく、決められた場所にぬ示するよ 318 2.0(0.8) 2.0(0.8) 2.1(1.0) 川
うにす。
4)本人の特性や配慮が必要な事項・対応法についての情報を、担任だけで 318 2.0(0.8) 2.0(0.8) 2.1(0.8) 1..1' 
なく、非?言動議自il、部活躍詰問なども含めた学校全体で共有すーる
18)話の見通しを持たせるために、守め話の要点をあげる 319 2.0(0.8) 1.9(0.7) 2.1(0.8) IU 
16)クー ルダウンのための場所を縫保する 321 2.0( 1.0) 2.0( 1.0) 2.0( 1.1) 1..1' 
15)教師のそばの座席にしたり ，落ち者いた生徒の聞にするなど座席の位低 320 2.0(0.8) 工1(0.8) 2.0(0.9) 1.1' 
を工夫する
五ぷロ23.紅白見学Zdb;れる職員川数で分fl1 317 1.7州 1.7(08) 2.0(0.9) P < .05 私>公
11)本人が話しやすい友人を少なくともl名は同じクラスにする 319 2.0(0.8) 
19)生徒が話そうとしていることを適切なことばで表現したり、協ったりする 319 2.0(0.8) 
26)グループ活動の際、役割分担や順番についてiめきを与える 316 卜9(0.7)
25)グループを編成する際には、メ/パーに留意する 319 2.1(08) 
1)陣容のある子どもの保護者から申し出があった場合、入学前に商談を行 317 1.5(08) 
い、本人の特性・{采3望者の要望などを ~il る機会を設ける























などを知る機会を設けるJM= l.5 (0.8)，質問 2 1障害
のある子どもの保護者との相談は司必要とされる職員が
複数で分担し，大事な面談には管理職も同席するように
















握を深めるJ(r (305) =5.15ぅPく01J と質問 8I特別支
援学校と連絡を取り合い‘助言などを受けるJ[t (311) 










均値 (SD) はTable4 (，こ示す。有意差があったのは，③
群で難しいと回答された1真に質問 7‘20，3， 6， 9であっ
た。
質問 7 1巡回相談のシステムを利用し‘生徒の実態把
握を深める」は 1%水準で有意差があった [F(2，310) 
























































全回答校(j)IO年以下 @Iへ20年 ③21'f..rJ_I二分散分析の 多重
質問紙の項目番号と内容 有志・lt 比較
<ui-2> II 平均 (SO) 平均 (SO) 手均 (SO) 平均 (SO) (FjD!O ぴ)，ドrロ七フ叩れ:
30)響くこ との苦手な生徒には口頭領;問によ る評価を行う 318 3.2{0.9) 3 2{ 1 0) 3.3{0.9) 3.2(0.9) n.s 
24)沼津|実験、家庭科実習などは補助教員や支医員などを配置する 318 3.1(0.9) 3 O( 1 0) 3.2(0.9) 3.1(0.9) n.S 
22)ノートを取ることの代啓法として、 パソコン、デジカメ等の使用 318 3.0(0.9) 3.0( 1.0) 3.0(0.9) 3.1(0.9) /l.S 
を認める
28)線題や宿題のf置を生徒に合わせて少なく する 320 2.9(0.9) 3.0( 1.0) 2.9(0.9) 2.9(0.9) /l.S 
13)他の生徒迭にその生徒の特性について理解しても らえる よう に工 319 2.7(0.9) 2.8(0.9) 2.8( 1.0) 2.7(0.9) I.S 
夫して伝える
14) 本人の集中を妨げるものに配縦、する(窓や震の~mu日昔、 持f千やffL 318 2.7(0.8) 2.7(0.9) 2.7(0.8) 2.7(0.8) n.s 
の腕lの音、空調設備の音、照明の明るさやららつき、 fi阪や教室・
内の余容分なものさ卒)
27)活動内 や霊長足査を緩易度目IJに用意し、生徒が選択できるようにする 319 2.7{0.S) 25(08) 2 8(0.8) 2.7(0.8) II.S 
10)本人と相性の良い先生を指任にする 319 2.6(0.9) 2.7( 1.0) 2.6(0.8) 2.6(0.9) n.s 
7)巡回相談のシステムをfl!flし、生徒の実態把握を深める 311 2.5(0.9} 2.7(0.9) 2.2(0.9} 2.5(0.9) Pく 01①>②  
ρ< .05爪(3)> 
F(2，310)=5.00 
5)隣答特性ごとに校内で行った支医対応:法などの情報を蓄積し、教 320 2.5(0.8) 2.6(0.8) 2.5(08) 2.4(0.9) n.S 
授~が活用でさるようにする
2り 芸能(1"の板議の形式(左元、ら右に事えなど)を決めておく 319 2.3(0.9) 2.0(0.9) 2.4( 1.0) 2.4(0.9) I1.S 
23)誌の内容やE監禁なポイントが理解できている刀、どう 刀、個別にfm:.、 317 
たり、言語化させたりして殺認する
2.4(0.8) 3.3(0.8) 2.3(0.9) 2.4(0.8) II.S 
29)配応、が必婆な生徒にf1.jしては、線磁の提出)哲H去の延長など穿;秒、な 319 2.4( 1.0) 2.6( 1.0) 2.6( 1.0) 2.3(0.9) II.S 
対応、をする
20)文殺を読みや寸 くするためにプリ ントの文字磁(コチン ク体な 319 2.2(0.9) 1.9(0.7) 2.1(0.9) 2.3(0.9) P <.01 ど)や体裁に配f省、する ③>① 
F(2，104)=608 
12)日常から学級の各々の生徒の長所や個性を活かす視点を示す 314 23{0.8) 2.2(0.7) 2.3(07) 23(0.8) I7.S 
3)保3集者ー への対応、i江、保護者自身に発達陣容傾向が見受けられる場 318 2.3(0.9) 2.7(0.8) 2.4(0.8) 2.2{1.0) ρ<.01 




319 23(09) 2.6(0.7) 2.3(0.9) 2.2(0.9) p < .05 
①>③ 
F(2，318)=4.50 
8)特月Ij支援さ1-校と連絡を取り合い、月)J言なとを受ける 317 2 2( 1.0) 2.3(0.9) 2.0{0.9) 2.1(1.0) n.s 
16)ター ルダウンのための場所を確保する 321 2.0( 1.0) 2.0( 1.0) 2.0{0.9) 2.1(1.0) /1.S 
25)グループを編成する!娠には、メンバーに留意す一る 319 2.1(0.8) 2.1 (0.8) 2.2(0.8) 2.1(0.8) I1.S 
19)生徒が話そうとしていることを適切なことばで表現したり、 tiつ 319 20(0.8) 2.0(07) 2.0(07) 2.1(0.8) 月 5たりする
4)本人の特性や配慮が必要な事項 ヌ'trtE，についての情報を、担任 318 
だけでなく 、非常勤務師、部活目散防!なども含めたきょ佼全体で共有
2.0(0.8) 2.1(0.8) 2.1 (08) 2.0(0.9) I1'S 
1 8) 話の見通しを持たせるために、守二め話の~点を あげる 319 2.0(0.8) 2.0(0.7) 1.8(07) 2.0(0.8) I1.S 
1 5) 教師のそばの座席にしたり，子寄ら ~fいた生徒の問にするなどtîull; 320 2.0(0.8) 2.0(0.7) 2.1(08) 2.0(0.8) n.s の位置を工夫する
17)予定の急な変更は、口頭連絡だけでなく ij.とめられた場所に掲示 318 
するようにする
2.0(0.8) 1.9(0.8) 1.9(08) 2.0(0.8) 1 . ¥'
26)グループ活動の際、役割分担や1随一括:について助言?を与える 316 1.9(0.7) 2.0(0.7) 1.9(0.7) 2.0(0.7) I7.S 
9)指導の難しさを感じた場合に、保税者ーにも支媛方法について:EI一見 319 1.9(0.9) 2.3(0.9) lρ(08) 1.9(0.9)ρ<.05 ①>@ を聞く
F(2，3 19)=3.65 
11)本人が話しやすい友人を少なくともi名は同じクラスにする 319 2.0(0.8) 2.0(0.9) 2.0(0.8) 1.9(0.8) I7.S 
1) ~~1さのある子どもの{系議若か ら申 し出があった場合、入学前に rfii 317 1.5(0.8) 1.5(0.7) 1.5(0.6) 1.6{0.9) I1.S 談を行い、本人の特性 保護者の要望などを知る機会を設ける
2)隣主?のある子どもの保識者との符l絞{土、必要とされる職員が波数
で分担し、 大事な商談には管理JfilIiも間席するようにする
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